


生活基盤施設耐震化等事業計画 令和４年１月12日

東京都簡易水道等施設整備事業計画（R3～R7）

　　計画の成果目標（定量的指標）

管路の耐震管率の向上（R3当初　15.4％　→　R7末　21.9％）
法定耐用年数超過浄水施設率の低減（R3当初　91.0％　→　R7末　70.0％）
クリプトスポリジウム等対策実施率の向上（R3当初　50.0％　→　R7末　66.7％）
法定耐用年数超過設備率の低減（R3当初　50.8％　→　R7末　46.2％）

（R5年度末） （R7年度末）
対象事業者：檜原村、三宅村

対象事業者：八丈町

対象事業者：八丈町

対象事業者：新島村

Ａ　水道施設等耐震化事業

番号 事業 地域 事業実施期間（年度）

種別 種別 R3 R4 R5 R6 R7

1 簡易水道 一般 檜原村 627,853 218,114

2 簡易水道 離島 三宅村 170,358 41,319 R4以降は国庫補助金にて実施予定

3 水道 離島 八丈町 738,046 177,593

4 簡易水道 離島 新島村 28,721 7,295

合計 1,564,978 444,321

Ｂ　水道事業運営基盤強化推進等事業

番号 事業 地域 事業実施期間（年度）

種別 種別

合計

Ｃ　官民連携等基盤強化支援事業

番号 事業 地域 事業実施期間（年度）

種別 種別

合計

Ｄ　水道事業におけるIoT活用推進モデル事業
番号 事業 地域 事業実施期間（年度）

種別 種別

合計

Ｅ　生活基盤施設耐震化等効果促進事業

番号 事業 地域 事業実施期間（年度）
種別 種別

合計

計画の名称

計画の期間 令和３年度～令和７年度（５年間） 交付対象 檜原村、新島村、三宅村、八丈町

計画の目標

管路の耐震管率（％）：（耐震管延長／管路延長）×１００ 15.4% 19.9% 21.9%

東京都における簡易水道等事業に関する水道施設の整備を行い、簡易水道等事業の強靭化を図ることを目的とする。

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
当初現況値 中間目標値 最終目標値 備考

（R3年度当初）

Ｃ 千円 Ｄ 千円

法定耐用年数超過設備率（％）：（法定耐用年数を超えている機械・電気・計装設備などの合計数／機械・電気・計装設
備などの合計数）×１００

全体事業費
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ）

Ｅ 千円

法定耐用年数超過浄水施設率（％）：（法定耐用年数を超えている浄水施設能力／全浄水施設能力）×１００ 91.0% 70.0% 70.0%

クリプトスポリジウム等対策実施率（％）：（クリプトスポリジウム等の対策が実施されている施設数／クリプトスポリ
ジウム等の対策が必要な施設数）×１００

66.7%66.7%50.0%

50.8% 46.2% 46.2%

1,564,978千円 Ａ 1,564,978千円 Ｂ 千円

Ｃ 千円 Ｄ 千円 Ｅ 千円
全体交付額

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ）
444,321千円 Ａ 444,321千円 Ｂ 千円

事業主体 事業名 事業内容 市町村名

管路耐震化事業 老朽管路の更新 檜原村

管路耐震化事業 老朽管路の更新 三宅村

装置更新事業 老朽装置の更新 新島村

浄水場更新事業 浄水場の更新 八丈町

全体事業費
（千円）

全体交付額
（千円） 備考

備考事業者 事業名 事業内容 市町村名
全体事業費
（千円）

全体交付額
（千円）

事業者 事業名 事業内容 市町村名

交付対象事業

事業主体 事業名 事業内容 市町村名
全体事業費
（千円）

全体交付額
（千円） 備考

備考
全体事業費
（千円）

全体交付額
（千円）

備考事業者 事業名 事業内容 市町村名
全体事業費
（千円）

全体交付額
（千円）



別紙様式１　事業計画

生活基盤施設耐震化等事業計画 令和3年5月14日

水道スマートメータ　トライアルプロジェクト

　　計画の成果目標（定量的指標）

・お客さまサービスの向上（見える化サービス等新規サービスの提供、遠隔居住者の見守りへの活用等）
・業務の効率化（検針、料金算定・請求、徴収整理業務）
・防災危機管理の向上
・施設整備の効率化
・ビックデータの活用

（R　　年度末） （R　　年度末）

Ａ　水道施設等耐震化事業

番号 事業 地域 事業実施期間（年度）

種別 種別

合計

Ｂ　水道事業運営基盤強化推進等事業

番号 事業 地域 事業実施期間（年度）

種別 種別

合計

Ｃ　官民連携等基盤強化支援事業

番号 事業 地域 事業実施期間（年度）

種別 種別

合計

Ｄ　水道事業におけるIoT活用推進モデル事業
番号 事業 地域 事業実施期間（年度）

種別 種別 R3 R4 R5 R6

1 水道 一般 東京都水道局 8,088,000 2,260,664

合計

Ｅ　生活基盤施設耐震化等効果促進事業
番号 事業 地域 事業実施期間（年度）

種別 種別

合計

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

計画の名称

計画の期間 令和３年度～令和６年度（４年間） 交付対象 東京都

計画の目標

  都内全域を対象に、令和６年度までに約13万個のスマートメータを先行導入し、自動検針による検針業務の効率化、管網解析の整緻化による効率的な配水運用や停滞水対策や残留塩素濃度設定の適正化及びお客さまサービスの
向上に向けた取組として併せて料金請求やスマートフォン決済やクレジットカード都度払い等多様な支払機能、過去の使用水量や料金などの照会機能や位置情報を活用した災害時給水時ステーションの案内などの情報発信機能等
を有するお客さま総合アプリなどの導入効果の検証をし、2030年代までの全戸導入につなげていく。

（R　　年度当初）

・トライアルプロジェクト期間中に定量的指
標の目標値を設定予定

千円 Ｃ 千円 Ｄ 2,260,664千円 Ｅ 千円

Ａ 千円 Ｂ 千円 Ｃ 千円 Ｄ 8,088,000千円 Ｅ 千円
全体事業費

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ）
千円

全体交付額
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅ）

千円 Ａ 千円 Ｂ

交付対象事業

事業主体 事業名 事業内容 市町村名 全体事業費
（千円）

全体交付額
（千円） 備考

事業者 事業名 事業内容 市町村名

備考事業主体 事業名 事業内容 市町村名
全体事業費
（千円）

全体交付額
（千円）

全体事業費
（千円）

全体交付額
（千円） 備考

事業名 事業内容 市町村名 備考

事業者 事業名 事業内容 市町村名
全体事業費
（千円）

全体交付額
（千円） 備考

水道スマートメータ　トライアルプロジェクト 東京都のIoT活用推進モデル事業 -

全体事業費
（千円）

全体交付額
（千円）事業者


